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�
人
・
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　

い
し
か
わ
�
を
将
来
像
と
し
た

「
石
川
町
第
４
次
総
合
計
画
」�
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
�
に
よ
る
町
づ
く
り
が
、
平
成　

年

２１

１３

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、６
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
内
容

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

２１ま
ち
づ
く
り
を

　

本
町
で
は
、
平
成
５
年
２
月
に
「
石
川

町
第
３
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、「
人
間

尊
重
都
市
・
石
川
町
」
を
将
来
像
と
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
施
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
経
済
の
変
動
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
こ
の
８
年
間
で
大
き
く
変

化
し
、
少
子
高
齢
化
・
国
際
化
・
環
境
な

ど
の
問
題
と
共
に
人
口
減
少
な
ど
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、　

世
紀
に
ふ
さ
わ

２１

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
の
生
活
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
国
・
県
の

動
向
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
、
本
町
の
持

つ
諸
資
源
や
新
た
な
可
能
性
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
、　

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

２１

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し

て
、
第
３
次
総
合
計
画
を
継
承
し
つ
つ
、

こ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

石

川

町

第

４

次

総

合

計

画

パ

ー

ト

①

�

キ
ラ
キ
ラ
ラ
２１
プ
ラ
ン
�

キ
ラ
ラ
２１
プ
ラ
ン
�

人
・
自
然
自
然
が
融
け
合
う
�

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市

高
原
都
市
�

人
・
自
然
が
融
け
合
う
�

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
�

▲あさひ公園前今出川沿いを散歩する石川文化幼稚園の子どもたち
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キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
と
は

２１

　

こ
の
計
画
は
平
成　

年
度
を
目
標
と
す

２２

る
、
町
づ
く
り
の
�
最
上
位
計
画
�
で
、

計
画
的
・
効
率
的
な
町
政
運
営
の
基
本
指

針
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
な
ど
に
対
し
て
は
、
今

後
の
施
策
や
事
業
が
効
率
的
に
推
進
で
き

る
よ
う
に
理
解
と
協
力
を
求
め
、
調
整
の

手
が
か
り
と
す
る
も
の
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
自
主
性

と
協
調
の
も
と
に
幅
広
い
活
動
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
英
知
と
情
熱
を
結

集
し
、
石
川
地
方
の
核
と
し
て
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
決
意
を
込
め
て
、
こ

の
計
画
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
キ
ラ
ラ　
２１

プ
ラ
ン
」
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
・
基

本
計
画
・
実
施
計
画
の
三
段
階
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
４
次
総
合
計
画
は

審
議
会
の
答
申
か
ら

議
会
の
議
決
を
経
て

　

こ
の
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
町
振
興
計
画
審
議
会
（
吉
田
正
会
長
）

は
、
計
画
（
案
）
を
委
員　

人
で
「
ま
ち

１８

づ
く
り
部
会
」・「
く
ら
し
部
会
」・「
ひ
と

づ
く
り
部
会
」
の
３
部
会
に
お
い
て
審
議

し
、
専
門
的
分
野
と
各
部
会
か
ら
の
検
討

事
項
に
つ
い
て
全
体
会
で
意
見
を
集
約
す

る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、審
議
会
は「
こ
の
計
画（
案
）

１３

に
つ
い
て
は
適
当
と
認
め
る
」
と
の
答
申

書
を
西
牧
立
博
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
、
原
案
を
２
月

　

日
の
臨
時
議
会
に
提
出
し
議
決
を
い
た

２０だ
き
ま
し
た
。

石川町振興計画
審議会委員

住　　所氏　　名

猫啼吉田　　正

新屋敷字長土路加藤　　満

双里字本宮八代　　一

関根大平　善道

当町矢内　安治

新町熊田　邦夫

南町矢内　孝児

矢ノ目田西川　道子

沢井字上ノ池増田　健次

沢井字根宿吉田　光子

山形字ニ反田迎　　房夫

南山形字羽入田矢内　敬男

谷沢字後作佐藤　正一

中田字山田仲田　久子

母畑字樋田渡邊　忠栄

湯郷渡字米子平添田美智子

塩沢字広畑小林　忠好

曲木字小和清水鈴木ミエ子

石川町第４次総合計画

内　　　　　容期　　間計画区分

２１世紀に初頭の望ましい将来
像と、その実現に必要な施策の
大綱を明らかにするもの。

平成１３年度
～

平成２２年度

基　本
構　想

今後の主要な施策を行政の各
分野にわたって体系的に定め
るもの。

平成１３年度
～

平成２２年度

基　本
計　画

基本計画に基づき、単年度の主
要事業をとりまとめたもの。

単　年　度
実　施
計　画

▲吉田正会長から答申を受ける西牧立博町長

　

答
申
で
は
、
こ
の
計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
次

の
点
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
求
め
て
い
ま
す
。

①
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て
、行
動
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、計
画
の
主
旨
及
び
内
容
の

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

②
人
口
目
標
２
１
、
５
０
０
人
を
実
現
す
る
た
め
、

求
め
や
す
い
宅
地
の
開
発
な
ど
総
合
的
な
施
策
を

強
力
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

③
あ
ぶ
く
ま
新
都
市
構
想
や
首
都
機
能
移
転
の
１

日
も
早
い
実
現
に
向
け
、周
辺
市
町
村
と
連
携
し
て
、

国
・
県
要
望
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
。

④
完
全
学
校
週
５
日
制
の
実
施
に
伴
い
、児
童
館
等

の
学
童
保
育
施
設
の
整
備
及
び
地
域
に
お
け
る
青

少
年
指
導
者
の
育
成
充
実
を
図
る
こ
と
。

⑤
下
水
道
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
整
備
も
含

め
て
１
日
も
早
く
実
現
で
き
る
方
策
を
検
討
し
、具

体
的
に
計
画
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
今
出
ダ
ム
の
建
設
促
進
と
、ま
た
観
光
開
発
の
発

展
に
も
つ
な
が
る
周
辺
整
備
を
積
極
的
に
図
る
こ

と
。

⑦
年
々
少
子
化
が
進
む
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
児
童

数
の
推
移
も
考
慮
し
た
う
え
で
、適
正
な
施
設
の
再

編
整
備
と
保
育
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

⑧
学
習
障
害
児
（
Ｌ
Ｄ
児
）
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
対
策
を
図
る
こ
と
。

⑨
農
業
生
産
物
の
価
格
補
償
制
度
の
拡
充
、さ
ら
に

は
集
落
営
農
組
織
等
の
育
成
を
積
極
的
に
進
め
、農

業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
。ま
た
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
も
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

⑩
中
心
商
店
街
の
空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、公
共

施
設
等
を
含
め
た
整
備
と
地
域
に
密
着
し
た
商
店

街
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
長
久
保
地
区

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
図
る
こ
と
。

⑪
定
住
促
進
と
雇
用
確
保
の
た
め
、よ
り
一
層
の
企

業
誘
致
活
動
や
工
業
用
地
の
開
発
、既
存
企
業
の
育

成
等
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

⑫
温
泉
郷
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
環
境

整
備
を
図
り
、併
せ
て
観
光
施
設
と
し
て
も
活
用
で

き
る
石
の
博
物
館
等
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

⑬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一
部
有
償
と
す
る
な
ど
、

多
く
の
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
無
理
な
く

参
加
で
き
る
条
件
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

⑭
行
政
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
革
命
を
推
進
し
、効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
、行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。

⑮
市
町
村
合
併
を
積
極
的
に
勧
め
る
べ
き
で
あ
る
。

合
併
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、民
間
人
の
登
用
を

図
り
、さ
ら
に
石
川
郡
全
体
で
の
合
併
検
討
委
員
会

も
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

⑯
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、経
済
効
果
の
高
い

事
業
の
展
開
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
申
の
内
容
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平
成　

年
度
行
政
区
長
決
ま
る
！

１３
和　
　

久
小林　長寿
下ノ内

馬　

場　

町
安藤　敬男
立ヶ岡

新　

屋　

敷
三森　章光
成亀

古　
　

町

北　
　

町
芳賀　　浩
下泉

小林　佐吉
北町

新　
　

田
古河　　健
轡取

当　
　

町

新　
　

町
石川　金由
当町

橋本　敏夫
新町

下　

沢　

井
小林　繁雄
沢井字根宿

松　

木　

下

三　
　

芦
関口　定春
松木下

渡辺祥一郎
鹿 ﾉ坂

上　

沢　

井
吉田　利昭
沢井字深谷

猫　
　

啼

南　
　

町
有賀二千雄
白石

大平　善道
南町

大　
　

池
遠藤　一之
沢井字十三塚

王　

子　

平

荒　
　

町
玉木　利雄
王子平

鈴木　謙壽
下泉

　

平
成　

年
度
、
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月　

日
に
行
わ
れ
ま

１３

２０

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間　

名
の
行
政
区
長
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
町
の
パ
イ

４１

プ
役
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
ま
た
同
日
に
は
、
区
長
会
総
会
も
併
せ
て
開

か
れ
、
区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長
▼
古
河　

健

副
会
長
▼
小
林
佐
吉
、
吉
田
利
昭
、
添
田
久
一
、
吉
田
武
雄
、
蕪
木
正
雄
、

曲
山
晴
次　

監　

事
▼
瀬
谷
慶
一
、
永
沼
正
直
、
佐
藤
寛
治

パ
イ
プ
役



5・

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

上　

母　

畑
大川内文夫
母畑字牛沼

形　
　

見

山　
　

形
塩田　幸男
形見字大工内

小豆畑　剛
山形字須沢

湯　

郷　

渡
永沼　正直
湯郷渡字浮庭

谷　
　

沢

板　
　

橋
吉田　武雄
谷沢字寺坂

水野　勝男
板橋字下松ヶ平

北　
　

山
蕪木　正雄
北山字菅田

坂　
　

路

南　

山　

形
根本　令宣
坂路字西田 ﾉ内

矢内　謙一
南山形字鴫内

中　
　

野
佐藤　寛治
中野字水無

谷　
　

地

北　

山　

形
小湊　義勝
谷地字竹 ﾉ花

添田　久一
北山形字萓手作

曲　
　

木
草野　　一
曲木字仲ノ内

中　
　

田

本　
　

宮
矢吹　正喜
中田字上矢造

小玉　忠治
双里字本宮

塩　
　

沢
曲山　晴次
塩沢字禿山

母
畑
第
一

双　
　

里
木戸　　廣
母畑字小田口

水野　輝夫
双里字神主

竹　
　

柄
増子　光雄
沢井字竹柄

古　
　

内
前田　　茂
沢井字山神

中　
　

央
根本　徹治
沢井字上ノ原

赤　
　

羽
瀬谷　慶一
赤羽字新宿

新　

屋　

敷
高橋　勝雄
新屋敷字新覚

鳥　
　

内
野内　昇一
新屋敷字鷹ノ巣
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日
常
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
、
空
き

缶
、
空
き
び
ん
、
古
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
―
―
こ
れ
ら
を
、
ゴ
ミ
で
は
な

く
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め

の
分
別
・
回
収
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
再
生
可
能
な
資
源
を
家

庭
で
分
別
す
る
こ
と
だ
け
が
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
一
歩
進
ん
で
、
地
域
や
学
校
、

会
社
な
ど
の
仲
間
と
一
緒
に
リ
サ

イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
す
る

こ
と
）
に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
の

で
す
。

　

例
え
ば
、
古
着
、
家
具
、
家
電
製

品
な
ど
、
い
ら
な
く
な
っ
た
生
活
用

品
を
ほ
か
の
人
た
ち
と
積
極
的
に

交
換
し
て
活
用
し
合
う
こ
と
も
、
立

派
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。
ま
ず

は
、
周
囲
の
人
に
不
用
品
の
持
ち
寄

り
を
呼
び
か
け
た
り
、
バ
ザ
ー
や
交

換
会
を
開
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
な
ど

再
生
資
源
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
商

品
を
選
ん
で
購
入
し
た
り
、
環
境
や

循
環
型
社
会
に
配
慮
す
る
消
費
者

団
体
の
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る

こ
と
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
環

と
い
え
ま
す
。

　

み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を

も
っ
て
商
品
を
比
較
・
選
択
す
る
姿

勢
は
、
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
促

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

ま
ず
は
身
の
回
り
の
物
か
ら

　

５
月
９
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
、

環
境
監
視
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
か
ら
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
自
己
紹
介
、
担

当
職
員
か
ら
業
務
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
監
視
員
は
、
町
内
に
お

け
る
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
及
び
環

境
保
全
の
指
導
、
監
視
を
行
い
、
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
１２

度
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
　

名
の
皆
さ
ん
に
は
、
不
法
投
棄
、

１２
野
焼
き
の
防
止
や
ご
み
減
量
化
と

分
別
収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

さ
ら
に
水
質
、
騒
音
な
ど
、
地
域
の

環
境
を
監
視
す
る
た
め
担
当
区
域

な
ど
を
巡
回
し
、
定
期
的
に
報
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
４
月
１
日
か

１３

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
２

１５

３１

年
間
で
す
。

福祉、医療、災害援助、国際交流――
いまや、多種多様な分野で多くの
人々が活躍するボランティア。
なかでも、私たちの人生に最も身近
なボランティアの一つが、環境保護
の活動ではないでしょうか。毎年６
月は環境月間、そして今年は「ボラ
ンティア国際年」。
そこで、環境ボランティアの活動に
ついて考えてみましょう。今、あな
たにできることが、きっとあるはず
です。

あなたが動けば�
環境も変わる�

地
域
の
環
境
を
見
つ
め
ま
す

環
境
監
視
員　

名
を
委
嘱

１２平成１３年度環境監視員
住　所氏　名

中田字田ノ作三森　万里
双里字双里清水　元貞
板橋字女庭太楽　孝美
曲木字切通芳賀　博治
新町鈴木太一郎
山形字大豆平酒井　良友
北町藁谷　良勝
沢井字上ノ原関根　義正
塩沢字大日向添田　和浩
母畑字牛沼大川内文夫
形見字大工内塩田　幸男
山形字須沢小豆畑　剛
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ま
ち
に
待
っ
た「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」開
催
ま
で
、あ
と
１
ヵ
月
。

美
し
い
森
の
中
に
広
が
る
夢
空
間
に
、

ぜ
ひ
ご
家
族
、
ご
友
人
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
会　

期
／
２
０
０
１
年
７
月
７
日（
土
）〜
９
月　

日（
日
）（　

日
間
）

３０

８６

　
　
　
　
　

夜
間
開
催　

７
月　

日（
金
）〜
９
月　

日（
日
）（　

日
間
）

２０

３０

７３

●
開
場
時
間
／
９
時　

分
〜　

時（
７
月
７
日
〜　

日
は　

時
ま
で
）

３０

２１

１９

１８

●
会　

場
／
福
島
県
須
賀
川
市

　
　
　
　
　
（
須
賀
川
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
用
地
内
）

キビタン�

キビママ�キビイ�

キビマル�

ま
で
�

あ
と
１
カ
月
！
�

ま
で
�

あ
と
１
カ
月
！
�
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川の汚れの原因は、�
　　　　ほとんどが生活排水�
　私たちの日常生活にともなって台所、風呂場、
トイレなどから排出される水を「生活排水」と
いいます。私たちは、一人一日当たり約３００リ
ットルの水を使用しており、さまざまな形で川
や側溝などに排出しています。この生活排水
に含まれる汚れの量は、ＢＯＤの量で一人一
日約４３グラムといわれており、このうち生活
排水が３０グラム（７０％）、し尿が１３グラム（３０
％）となっています。�

水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに必要な酸素の量のこと。�
河川などの水の汚れの指標として用いられ、数値が小さいほど水がきれいなことを示します。�ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）�

生活排水　　生活雑排水　　台所からの排水�

　　　　　　　　　　　　　風呂からの排水�

　　　　　　　　　　　　　洗濯からの排水�

　　　　　　　　　　　　　　　その他�

　　　　　　　し　尿　　　トイレからの排水�

東川�
（4.8）�

東橋�
（1.8）�

北須川�
（0.8）�

北須川�
大橋�
（2.0）�

北須川�
旧営林署前�
（1.8）�

平田川�
小舘橋�
（0.5）�

平田川�
（0.7）�

中学校前�
（1.2）�

▲（　）は平成１２年度のBOD平均値�

今出川�
合流前�
（1.9）�

今出川�
猫啼橋�
（2.1）�

玉川村�

石川町�

平田村�

15

　

文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

前
向
き
な
親
の
姿
は
、

き
っ
と
子
ど
も
に
届
い
て
る
。

　

母
子
家
庭
な
ど
で
は
、
親
が
働
き
な

　
２５

が
ら
子
育
て
を
す
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

と
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な
く
な

り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
子
を
思
い
、

よ
り
良
い
将
来
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

親
の
姿
は
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち

の
心
に
響
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
悩
み
な
ど
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
親
類
や
友
人
の
協
力

を
得
た
り
、
地
域
の
相
談
窓
口
や
子
育

て
を
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

家
庭
と
は 
―

こ
ど
も
が
家
で
身
に

つ
け
た
こ
と
は
、生
涯
、

ず
っ
と
生
き
続
け
る
�
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本
町
は
各
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
平
安
時
代
の
末
期
に
源

氏
の
流
れ
を
く
む
源
有
光
が
土
着
す
る
な
ど
、
東
北
地
方
の
中
で
も
と
り
わ
け
古
い
由

緒
を
も
っ
て
い
る
町
で
す
。
今
回
は
こ
の
石
川
氏
関
係
の
古
文
書
に
登
場
す
る
石
川
地

方
の
地
名
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
登
場
す
る
村
々

川
辺
八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。
急
当
・
堤

は
矢
吹
町
で
石
川
氏
の
若
党
と
し
て
南

北
朝
初
期
の
古
文
書
に
屋
葺
頼
道
と
い

う
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
最
後
の
巡
谷

は
場
所
が
特
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
鎌
倉
末
期
ご
ろ
に
は
、
沢
井
・

牧
（
石
川
町
）、
高
貫
（
古
殿
町
）
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
の
「
北
条

重
時（
第
二
代
執
権
北
条
義
時
の
三
男
）

裁
許
状
」
の
中
に
、
石
川
光
盛
が
承
元

三
年
（
一
二
○
九
）
に
嫡
子
光
重
に
譲

っ
た
村
と
し
て
坂
路
・
仙
石
・
富
沢
・

谷
俣
・
都
賀
・
川
辺
・
急
当
・
堤
・
巡

谷
な
ど
の
九
ヵ
村
が
登
場
し
ま
す
。

　

坂
路
は
石
川
町
の
坂
路
、
仙
石
は
古

殿
町
仙
石
、
富
沢
は
場
所
が
不
明
で
す
。

谷
俣
は
谷
沢
の
誤
記
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
田
地
内
の
八
又
と
す
る
説
も
あ

り
ま
す
。
都
賀
は
谷
沢
地
内
に
戸
賀
が

あ
り
ま
す
が
、
断
定
で
き
ま
せ
ん
。
川

辺
は
玉
川
村
の
川
辺
で
石
川
氏
の
氏
神

鎌
倉
時
代
に
登
場
す
る
地
名

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

第52回�

　

室
町
時
代
の
十
四
世
紀
後
半
の
こ
ろ

に
ま
と
め
ら
れ
た
系
図
集
成
で
あ
る

『
尊
碑
分
脈
』
に
は
、
源
氏
の
流
れ
の

中
に
石
川
系
図
が
収
載
さ
れ
、
南
北
朝

の
時
期
ま
で
、
そ
の
子
孫
一
族
四
十
数

名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
系
図
の
中
に
、
有
光
の
子
と
孫

の
代
に
沢
田
・
川
尻
・
成
田
・
大
寺
・

小
高
な
ど
の
地
名
（
村
名
）
を
名
字
と

す
る
一
族
が
登
場
し
ま
す
。
川
尻
は
最

近
の
研
究
で
現
古
殿
町
の
仙
石
・
鎌
田
・

田
口
・
竹
貫
・
松
川
の
鮫
川
流
域
の
地

域
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
田
は
、

鏡
石
町
成
田
で
阿
武
隈
川
の
近
く
に
成

田
館
跡
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
寺
（
須
釜
）・
小
高
は
と
も
に
玉

川
村
で
、
北
須
釜
に
大
寺
城
跡
が
、
小

高
に
小
高
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
沢
田
は

平
安
時
代
に
登
場
す
る
地
名

石
川
町
沢
井
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
詳
細

は
不
明
で
す
。
こ
の
当
時
か
ら
武
家
は

自
分
の
支
配
す
る
地
域
を
名
字
と
し
て

名
乗
る
こ
と
が
一
般
的
な
こ
と
で
し
た
。

　

南
北
朝
期
石
川
氏
は
一
族
が
南
朝
方

と
北
朝
方
に
分
裂
し
争
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
古
文
書
に
草
里
（
双
里
）・
板

橋
（
石
川
町
）、
小
貫
（
浅
川
町
）
小
平

（
平
田
村
）、
中
畠
（
矢
吹
町
）
さ
ら
に

松
崎
郷
（
中
島
村
）
な
ど
の
地
名
が
登

場
し
、
平
安
末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
地

名
に
よ
り
石
川
庄
の
範
囲
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

地
名
は
そ
の
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

南
北
朝
時
代
初
期
に
登
場
す
る
地
名

首都機能移転の費用
　国会等移転審議会は移転を実現した場合の費用について、モデル的な試算を次のよ

うに行っています。

民間投資・負担公的負担総　額移転規模

約１.７兆円約２.３兆円約４.０兆円
人口：約１０万人
面積：約１,８００ha

第１段階〔国会を中心に移転〕

約１.５兆円約２.７兆円約４.２兆円（栃木・福島地域の場合）

約７.９兆円約４.４兆円約１２.３兆円
人口：約５６万人
面積：約８,５００ha

成熟段階（ケース１）
〔行政機関が全て移転〕

約４.５兆円約３.０兆円約７.５兆円
人口：約３０万人
面積：約４,８００ha

成熟段階（ケース２）
〔行政機関の１／２が移転〕

（国会等移転審議会答申参考資料）
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

４
月　

日
、
あ
さ
ひ
公
園
を
中
心
に

２１

桜
ま
つ
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

桜
ま
つ
り
は
商
工
会
、
観
光
物
産
協

会
な
ど
の
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
た
実

行
委
員
会
（
須
藤
仁
実
行
委
員
長
）
の

主
催
。

　

あ
さ
ひ
公
園
前
の
河
畔
に
設
置
さ
れ

た
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
、
菊
池
章

　

４
月　

日
、
福
島
市
杉
妻
会
館
で
平

２０

成　

年
度
統
計
功
績
者
の
表
彰
伝
達
式

１２
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
で
は
、
小
山
昭
県
企
画

調
整
部
長
か
ら
小
豆
畑
堅
一
さ
ん
（
外

国
見
）
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
小
豆
畑
さ
ん
は
県
内
の
国
勢

調
査
指
導
員
（　

名
）、
同
調
査
員
（　

１３

４３

名
）
の
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

小
豆
畑
さ
ん
は
、
昭
和　

年
の
国
勢

４５

調
査
か
ら
長
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調

査
に
従
事
し
、
こ
の
た
び
平
成　

年
度

１２

国
勢
調
査
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

小
豆
畑
さ
ん
は
、
現
在
も
石
川
町
統

計
調
査
員
協
議
会
長
、
さ
ら
に
福
島
県

統
計
調
査
員
協
議
会
連
合
会
副
会
長
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

花名＝西洋シャクナゲ

小
豆
畑
堅
一
さ
ん
に

　
　
　
　

総
務
大
臣
表
彰

花
吹
雪
の
桜
ま
つ
り
に

　
　
　
　
　
　

多
く
の
人
出

夫
さ
ん
の
軽
快
な
司
会
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
コ
イ
の
放

流
、
芸
能
発
表
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

の
披
露
、
菊
池
章
夫
さ
ん
（
塩
沢
）、
石

川
ま
さ
る
さ
ん
（
平
田
村
出
身
）
な
ど

の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な

ど
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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４
月　

日
、
猫
啼
温
泉
・
井
筒
屋
で

２１

石
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ン

ラ
イ
ズ
Ｒ
Ｃ
の
友
好
ク
ラ
ブ
協
定
書
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
Ｒ
Ｃ
の
会
員
ら
約　

人
、
ト
ロ

４０

ン
ト
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｒ
Ｃ
か
ら　

人
が

１０

出
席
。
石
川
Ｒ
Ｃ
の
山
田
敬
会
長
（
当

町
）
と
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｒ
Ｃ

の
ポ
ー
ル
・
ブ
レ
イ
ク
モ
ア
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
２
部
の
協
定
書
に
署
名
し

て
交
換
し
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
が
「
日
豪
両
国
に
と

っ
て
大
変
に
意
義
深
い
こ
と
で
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
歓

迎
交
歓
会
が
催
さ
れ
、
石
川
Ｒ
Ｃ
会
員

夫
人
ら
が
琴
、
日
本
舞
踊
、
三
味
線
を

披
露
し
、
和
や
か
に
歓
談
し
て
い
ま
し

た
。

　

４
月　

日
、
丹
内
リ
ウ
さ
ん
（
当
町
）

２７

の
百
歳
高
齢
者
知
事
賀
寿
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

井
上
秀
之
県
中
社
会
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
、
記
念
の
銀
杯
、
知
事
直
筆

の
色
紙
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
谷
京

子
助
役
、
木
田
重
喜
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
理
事
か
ら
も
賀
寿
、
祝
い
金
、
記

念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
居
し
て
い
る
孫
の
丹
内
正
一
さ
ん

が
「
多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り

長
生
き
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
飛
行
機
に

乗
せ
て
や
り
た
い
」
な
ど
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

丹
内
さ
ん
を
含
め
町
内
で
４
人
の
方

が
健
在
で
す
。
ま
た
県
内
の
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
は
２
０
９
人
（
男
性　
４０

人
、
女
性
１
６
９
人
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
平
成　

年
４
月　

日
現
在
）

１３

２７

　

４
月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

１５

消
防
団
（
永
瀬
謙
助
団
長
）
の
春
季
検

閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

殉
職
消
防
団
員
の
霊
に
対
し
て
黙
祷

を
捧
げ
た
あ
と
、
永
瀬
団
長
が
西
牧
立

博
町
長
を
点
検
者
に
委
嘱
。
分
団
ご
と

に
通
常
点
検
、
機
械
点
検
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
入
団
し
た　

人
を

４２

含
む
５
６
５
人
の
団
員
が
整
然
と
分
列

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
西
牧
町
長
か
ら
退
職
消

防
団
員
幹
部
の
高
木
正
仁
さ
ん
（
元
沢

田
分
団
長
）、
草
野
傳
明
さ
ん
（
元
野
木

沢
分
団
長
）
に
、
永
瀬
団
長
か
ら
消
火

活
動
協
力
者
の
江
口
英
雄
さ
ん
・
節
子

さ
ん
、
哲
史
さ
ん
（
北
町
）、
二
瓶
一
夫

さ
ん
（
北
町
）、
溝
井
昭
二
さ
ん
（
北

町
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
永
年
勤
続　

年
以
上
の
団
員　

名

１０

２９

に
団
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石
川 
Ｒ
Ｃ 
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

ト
ロ
ン
ト 
Ｒ
Ｃ 
が
友
好
協
定
を
結
ぶ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

町
消
防
団
が
春
の
検
閲
式

丹
内
リ
ウ
さ

ん

１
０
０
歳

　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
京
セ
ラ
㈱
福
島
棚
倉
工
場
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

最
近
、
購
入
し
た
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

で
休
日
な
ど
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
な

ど
を
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
映
画
館
な
み

の
音
響
を
楽
し
め
る
の
で
、
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

笑
顔
の
絶
え
な
い
幸
せ
な
家
庭
を
築

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、「
お
し
ど
り
夫

婦
」
を
目
指
し
ま
す
。

小
木
さ
お
り
さ
ん（　

歳
）●
板
橋
字
新
屋
敷

２２

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

急
速
に
普
及
し
て
い
る
通
信
機
器

（
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
が
、
ど
こ
に
い
て

も
、
つ
な
が
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

★
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

広
い
心
を
持
っ
て
い
て
、
自
分
に
う

そ
の
つ
け
な
い
人
。
物
を
大
切
に
す
る

人
で
す
。

次
回
は
小
木
さ
ん
の
紹
介
で

荒
川　

馨
さ
ん
で
す
。

愛
知
県
豊
橋
市

愛
知
県
豊
橋
市�

愛
知
県
豊
橋
市�

山形字横山�

鈴木　すみ子さん�

愛知県豊橋市愛知県豊橋市�愛知県豊橋市�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

愛
知
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
東

に
静
岡
県
、
南
は
太
平
洋
、
西
に
は

三
河
湾
に
面
し
た
温
暖
な
気
候
に
恵

ま
れ
た
、
人
口　

万
人
都
市
豊
橋
市

３５

で
す
。
昭
和　

年
に
は
豊
橋
港
が
国

４７

際
貿
易
港
と
し
て
開
港
す
る
な
ど
、

東
三
河
の
中
核
都
市
と
し
て
基
盤
整

備
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

実
家
は
酒
屋
を
営
み
、
特
産
品
と
し

て
清
酒
や
味
噌
、
ち
く
わ
、
の
り
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
結
婚
を
期
に
き
ま
し

４８

た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

町
の
様
子
、
駅
前
周
辺
が
変
わ
ら

な
い
と
こ
ろ
は
寂
し
く
感
じ
ま
す
が
、

家
族
、
地
域
の
方
々
も
親
切
で
、
雰

囲
気
が
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
所

で
す
。
当
時
は
子
ど
も
の
成
長
と
と

も
に
、
稲
作
、
養
蚕
な
ど
で
農
家
の

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

土
日
な
ど
は
郡
山
、
白
河
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
、
商
店
街
を
中
心

に
賑
や
か
な
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
の
転
出
で

は
な
く
、
転
入
す
る
よ
う
な
広
大
な

土
地
を
活
か
し
た
開
発
を
望
み
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

２
人
授
か
り
、
孫
が
４
人
に
な
り
ま

し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

捨
吉
さ
ん

　

捨
吉
さ
ん　

昭
和　

年
３
月
に
結
婚

２５

し
ま
し
た
。
２
人
で
共
働
き
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
終
戦
後
の
困
窮
の
時
代
で

食
糧
不
足
、
物
資
不
足
等
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
農
業
改
良

普
及
所
の
職
員
と
し
て
、
農
業
の
改
良

普
及
に
努
め
ま
し
た
が
、
食
糧
増
産
体

制
か
ら
一
変
し
て
、
米
の
生
産
調
整
・

輸
入
の
時
代
と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
農
政

の
転
換
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

苦
労
し
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

捨
吉
さ
ん

　

捨
吉
さ
ん　

趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

や
野
菜
づ
く
り
で
す
。

　

壽
江
子
さ
ん

壽
江
子
さ
ん　

大
正
琴
、
自
彊
術
、

友
だ
ち
と
行
く
旅
行
な
ど
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
、
北
須
川
の
桜
並
木
、
高
田

桜
、
石
尊
山
の
つ
つ
じ
が
き
れ
い
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

人
口
が
増
加
す
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

関根　捨吉さん（74歳）�
壽江子さん（75歳）�

住所：古舘�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

三瓶　 朱 理   　ちゃん
あか り

下泉　　　　　　　　　　
善孝さん・朱美さんの長女　
平成１０年６月２日生まれ　

「あなたの成長ぶりは、日々
驚かされることばかり。これ
からも楽しみにしてるね！」

瀬谷　 祐 一   　ちゃん
ゆう いち

赤羽字新宿　　　　　　
一裕さん・ひとみさんの長男
平成９年１２月１６日生まれ　

「お友だちをたくさん作っ
て、優しくて、たくましい男
の子になってね！」

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

　

第　

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
、　

月　

１３

１１

１８

案
内

　

県
で
は
、
年
齢
を
超
え
て
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
い
る
個
人
（
又
は
団
体
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
ふ
さ
わ

し
い
方
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。（
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
）

●
対　

象

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

６５

主
に
そ
れ
ら
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い

る
団
体
。

●
締　

切

　

平
成　

年
６
月　

日
（
土
）

１３

３０

●
賞

　

い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
（
知
事
賞
）

　

い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞
（
理
事
長
賞
）

　

い
ず
れ
の
賞
に
も
賞
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
福
島
県
長
寿
社
会
推
進
機
構

　

�
０
２
４
―
５
２
４
―
２
２
２
５

　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

�　

―
９
１
２
４

２６

農
薬
危
害
防
止
運
動

　

６
月
１
日
〜　

日
３０

日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
大

会
で
は
、
総
合　

位
、
町
の
部
４
位
と

１１

健
闘
し
ま
し
た
。

　

新
世
紀
の
大
会
で
も
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
力
を
結
集
し
て
参
加
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン　

番
を
つ
け
て
走

３０

る
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
大
会
期
日

　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）

１３

１１

１８

●
参
加
資
格

　

①
平
成　

年
９
月
１
日
現
在
、
町
に

１３

居
住
及
び
居
住
を
予
定
し
て
い

る
中
学
生
以
上
の
男
女

　

②
他
県
及
び
他
市
町
村
在
住
者
で
あ

っ
て
も
、
町
内
の
中
学
生
を
卒
業

し
た
者

●
募
集
期
間

　

平
成　

年
６
月　

日
（
金
）
ま
で

１３

１５

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　

�　

―
９
１
３
６

２６

募
集

い
き
い
き
長
寿
県
民
賞

い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞

募
集

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
国
家
公
務

員
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
に
よ
る
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ⅲ
種
（
税
務
）
に
よ
り
仙
台
国
税
局

に
採
用
さ
れ
た
方
は
、
税
務
大
学
校
東

京
研
修
所
（
千
葉
県
船
橋
市
）
に
入
校

し
、
研
修
を
受
け
た
後
、
仙
台
国
税
局

管
内
の
税
務
署
に
配
属
に
な
る
予
定
で

す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４

５６

５９

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成　

年
６
月　

日（
水
）〜　

日

１３

２０

２７

（
水
）ま
で

●
受
験
日
・
試
験
内
容

平
成　

年
度
ふ
く
し
ま
駅
伝

１３

石
川
町
チ
ー
ム
出
場
選
手
募
集

守
っ
て
い
ま
す
か
？

正
し
い
管
理
・
使
い
方

農
薬
の
誤
使
用
に
注
意
！

　

本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

た
こ
の
季
節
は
、
一
年
で
最
も
農
薬
の

使
用
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
減
っ
た
と
は
い
え
、
農
薬
散
布
中

の
中
毒
事
故
は
依
然
と
し
て
な
く
な
ら

ず
、
全
国
で
毎
年　

人
ほ
ど
の
被
害
が

６０

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
従
事
者
に

限
ら
ず
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
楽
し
む
一
般
の
方
々
も
、
農
薬
の
管

理
や
取
り
扱
い
に
十
分
な
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

税
務
職
員

（
税
務
大
学
校
生
）
募
集

　下の４つを目標に、県民運動に
参加しましょう。
�����������	
�

　～あなたに未来が見えます～
��������	
�

��������

��������	
��

������

　～来訪者には花を、
　　帰りゆく人には思い出を～
��������	
��


平成１３年度
“うつくしま、ふくしま”
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標県民運動最重点目標

男
女
共
同
参
画
週
間

　
　
　

６
月　

日
〜　

日

２３

２９

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

６
月　

日
〜　

日
ま
で
の
１
週
間

２３

２９

が
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て

定
め
ら
れ
ま
し
た
。期
間
中
、国
は
、

地
方
公
共
団
体
や
女
性
団
体
な
ど
の
協
力
の
下
に
行
事
や
広
報

活
動
を
展
開
し
ま
す
。６
月　

日（
月
）に
は
、「
男
女
共
同
参
画
社

２５

会
づ
く
り
に
向
け
て
の
全
国
会
議
」が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

６
月
は「
環
境
月
間
」

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
環
境
月
間
の
６
月
中
に
は
、
地

球
環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
か

各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
地
域
や
家
庭
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

相
談

　

第
一
次
試
験
（
教
養
・
適
正
・
作
文

試
験
）

　

平
成　

年
９
月
２
日（
日
）

１３

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

（
金
）、　

日（
水
）

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�　

―
３
７
９
３

２６

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育
課・生涯学習係までお問い合わせください。

� 26－ 9136

場　所内　　　容月　日
町民グラウンドほか県民スポーツ町予選大会６／３
クリスタルパーク石川猫啼区スポーツ大会

６／１０
町民グラウンド高原杯野球大会
中谷地区公民館パソコン教室（ＩＴ講習）開講式６／１２
クリスタルパーク石川県南中体連バレーボール大会６／１３

　～１４ 〃　　〃　　サッカー大会
クリスタルパーク石川母畑地区スポーツ大会

６／１７
町民グラウンド町長杯Ｃリーグソフトボール大会
山橋地区公民館パソコン教室（ＩＴ講習）開講式６／１８
母畑地区公民館パソコン教室（ＩＴ講習）開講式６／１９
町民グラウンド深谷杯ゲートボール大会６／２０
町民グラウンド理事長杯Ａリーグソフトボール大会６／２４
クリスタルパーク石川中学生ハンドボール大会県南大会

７／１
町民グラウンド高原杯野球大会
沢田地区公民館パソコン教室（ＩＴ講習）開講式７／２
クリスタルパーク石川山形区スポーツ大会７／８

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

●
応
募
数

　

一
人
一
編
、
３
千
字
以
内

●
締　

切

　

９
月
７
日（
金
）ま
で
に
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署
総
務
課

　

�
０
２
４
８
―　

―
２
１
９
４

７５

●
相
談
日　

６
月
７
日（
木
）、　

日
１５

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

高
校
生
の

税
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

全
国
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関

す
る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と

●
相
談
日　

６
月　

日
（
火
）

２６

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�　

―
２
１
１
４

２６

�　防衛庁自衛隊学生等募集　�

種目説明年齢（入隊時）試　験受　付採用種目

幹　　　 部１８歳～２１歳未満１１月中旬９月中～１０月中旬防 衛 大 学 校 学 生

幹部（医師）１８歳～２１歳未満１１月上旬９月中～１０月上旬防衛医科大学校学生

パイロット１８歳～２１歳未満９月下旬９月上～９月上旬航 空 学 生

看　 護　 婦１８歳～２２歳未満１０月下旬９月中～１０月中旬看 護 学 生

永年勤務隊員１８歳～２４歳未満９月中旬８月上～９月上旬一 般 曹 候 補 学 生

永年勤務隊員１８歳～２７歳未満９月中旬８月上～９月上旬曹 候 補 生

永年勤務隊員１８歳～２７歳未満９月中旬８月上～９月上旬２等陸・海・空士

専門技術者 １５歳～１７歳未満１月上旬１１月上～１２月下旬自 衛 隊 生 徒

※その他免許取得者《医・歯科医師・看護婦・技術海上幹部（海曹）》等
の採用種目があります。

　　　●お問い合わせ先
　　　　自衛隊福島地方連絡部白河募集事務所
　　　　�０２４８－２４－０３７２
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道
は
豊
か
な
社
会
の
い
の
ち
づ
な

　私たちは、毎日たくさんの水を使っています。
生活に欠くことのできない大切な水。
　この水も決して無限のものではなく、限りあ
る資源の一つです。
　毎年６月１日から７日までは、全国水道週間
です。この機会に水道について考えてみましょう。
水道水は、ダムや川などの水を浄水場できれい
にして、水道管を通って届けられています。ダ
ムをつくる人、水道の工事をする人、蛇口をつ
くる人など、多くの人が今日も安全でおいしい
水を絶やすこなく送る努力をしています。
　みなさんも蛇口の向こうのいろいろな努力に
思いをめぐらし、この大切な水道のことを考え
てみましょう。
　　●お問い合わせ先
　　　石川町水道事業所　�２６－１５０２
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

４０代からは生活習慣病を防ぐ対策を�
　

結
核
検
診
と
基
本
検
診
が
終
わ
り
ま

し
た
。
今
年
は
新
し
く
、
体
脂
肪
の
測

定
も
加
え
、
体
重
の
中
身
に
も
目
を
向

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
便
利
な
時
代
な

の
で
、
家
事
、
仕
事
で
も
運
動
量
が
減

っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
な
い
と
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
で
す
が
、　

代
か
ら
生
活
習
慣
病

４０

対
策
の
素
地
づ
く
り
の
年
代
に
な
り
ま

す
。

　

体
脂
肪
は
、
骨
格
（
骨
量
）、
筋
肉
、

内
臓
、
血
液
な
ど
を
除
い
た
脂
肪
量
で
、

あ
る
程
度
は
必
要
で
す
が
、
多
す
ぎ
る

と
内
臓
の
働
き
、
骨
、
関
節
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
健
康
を
考
え
る
と
、

あ
る
程
度
の
量
に
留
め
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

　

生
活
の
中
に
体
を
使
う
こ
と
が
増
え

て
く
る
と
、
脂
肪
を
燃
焼
し
筋
肉
量
が

増
え
て
、
体
脂
肪
の
割
合
も
減
っ
て
き

ま
す
。
数
字
が
見
え
て
く
る
と
動
く
こ

と
も
楽
し
く
な
る
な
ど
、
生
活
の
仕
方

も
変
え
て
み
よ
う
と
、
意
識
が
変
わ
っ

て
く
る
か
な
…
と
検
診
時
に
測
定
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

集
計
か
ら
測
定
者
の
傾
向
を
見
て
、

運
動
や
食
生
活
の
に
つ
い
て
の
対
応
を

企
画
す
る
な
ど
、
今
後
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

楽
し
ん
で
動
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
常
時
、
器
械

が
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
測
定
し
に
出
か
け
て
き
ま
せ
ん

か　
?!

夜型中心の�
　　　食生活から朝型に…�
　基準値からみると太っていないのに「太っている」
と思い込んでいる子どもたちが増えています。�
　周りの大人たちが不用意に“デブだね”“…ブタ
になるよ”といっていたりして傷ついている場合
が大きいのです。�
　一人ずつ顔つきが違うように、体つきが違って
当たり前。太りすぎは運動嫌いになり、心臓など
への負担が大きくなるので、そこを理解すればも
っと大人はデーン
とかまえて、『しっ
かり食べて動くほ
うがいいよ』とい
ってあげたいもの
です。夜型中心の
食生活から、朝型
に変えることだけ
でも、ずいぶん変
わりますよ！。�
�

借
り
過
ぎ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
多
重
債
務
」に
よ
る
自
己
破
産
が

増
え
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

節
度
あ
る
利
用
を
。

　

多
重
債
務　

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済

が
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
複
数
の
金

融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
返
済
で
き

な
く
な
る
こ
と
。
借
り
た
り
返
し
た
り

を
繰
り
返
す
う
ち
に
多
額
の
債
務
を
背

負
い
、
自
分
の
収
入
で
は
返
済
で
き
な

く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
こ
う
し
た
多
重
債
務
に
よ
る

自
己
破
産
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
６
年
に
約
５
万
６
千
件
だ
っ

た
個
人
の
自
己
破
産
は
、
１
９
９
９
年

に
は
約　

万
３
千
件
、
２
０
０
０
年
に

１２

は　

万
９
千
件
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

１３

　

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
ロ
ー
ン
な
ど
は
節
度
を
も
っ
た
利

用
を
心
が
け
、
安
易
な
借
り
入
れ
で
生

活
が
破
綻
し
な
い
よ
う
計
画
的
な
借
り

入
れ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
借
り

入
れ
の
際
に
は
、

①
本
当
に
必
要
な
の
か

②
無
理
の
な
い
返
済
が
で
き
る
の
か

③
手
数
料
や
金
利
は
い
く
ら
に
な
る
か

④
契
約
書
の
内
容
は
理
解
で
き
た
か
を

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

借
金
を
返
す
た
め
に
借
金
を
す
る
の

が
多
重
責
務
や
自
己
破
産
に
陥
る
典
型

的
な
パ
タ
ー
ン
。
も
し
、
返
済
が
難
し

く
な
っ
た
り
無
理
が
で
て
き
た
り
し
た

と
き
は
、
親
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
、

借
入
先
の
業
者
、
公
的
な
機
関
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
相
談
機
関

●
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
相
談
専
用
）

　

�
０
３
―
３
４
４
６
―
０
９
９
９

●
い
わ
き
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
４
６
―　

―
０
９
９
９　

２２

●
福
島
県
弁
護
士
会
の
法
律
相
談
窓
口

　

�
０
２
４
―
５
３
４
―
２
３
３
４　

●
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

協
会

　

�
０
３
―
３
２
２
６
―
０
１
２
１

●
金
銭
管
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
団

　

�
０
３
―
５
２
８
２
―
７
５
０
０

●
救
済
更
生
事
業
団

　

�
０
６
―
６
３
５
５
―
０
９
４
７
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

30

4

4

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

迎　
　

翔
真
（
洋　

樹
・
菊　

江
）
塩　

沢

吉
田
菜
津
希
（
紀　

夫
・
真
由
美
）
鷹
ノ
巣

根
本　

朱
莉
（
正　

友
・
明　

子
）
坂　

路

中
島　

美
桜
（　

徹　

・
奈　

穂
）
赤　

羽

村
上　

智
香
（
正　

木
・
洋　

子
）
南
山
形

小
野
紗
也
香
（　

満　

・
春　

美
）
沢　

井

金
澤　

圭
佑
（
典　

朗
・
裕　

子
）
中　

野

瀬
谷　

春
佳
（
勝　

則
・
さ
お
り
）
中　

田

水
野　

朋
弥
（
健　

一
・
栄　

子
）
沢　

井

小
豆
畑
あ
ゆ
（　

浩　

・
て
る
み
）
外
国
見

永
沼　

尚
弥
（
敏　

夫
・
里　

美
）
中　

田

小
豆
畑
奈
々
（
則　

雄
・
順　

子
）
山　

形

吉
田　

昂
司
（
清　

貞
・
裕　

美
）
立
ヶ
岡

矢
吹　

優
香
（
秋　

雄
・
真　

澄
）
谷　

沢

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
6
月
分
）�

※
６
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

町
県
民
税
（
１
期
分
）�

　桜花爛漫の今出川沿いで、石川小学校の
子どもたちが水生生物調査の学習をして
いました。

保だより�

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

〔〔〔 　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

藤
井　

隆
行 

母　

畑

竹
島　

史
子 

古　

舘

星　
　

亨　
　
 

南　

町

蛭
田　

い
づ
み 

南　

町

丹
野　

敏
浩 

福
島
市

橋
本　

美
弥
子 

山　

形

近
内　

淳　
　
 

中　

野

相
樂　

晴
美　
 

双　

里

霊
よ
安
ら
か
に�

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

近
藤　

正
光 

沢　

井

草
野　

ミ
サ
ヲ 

南
山
形

関
根　

キ
チ 

母　

畑

矢
吹　

シ
ゲ
ル 

双　

里

小
湊　

義
輝 

山　

形

外
山　

静
代 

南
山
形

草
野　

庄
次 

塩　

沢

戸
羽　

キ
ヨ 

南
山
形

坪
井　

五
郎 

塩　

沢

和
氣　

清
信 

鹿
ノ
坂

大
平　

ハ
ツ
子 

草
倉
田

鈴
木　

タ
キ 

沢　

井

小
松　

勝
英 

高　

田

星　
　

ノ
ブ 

塩
ノ
平

近
内　

三
郎 

高　

田

遠
藤　

辰
芳 

鹿
ノ
坂

佐
川　

ト
メ 

赤　

羽

大
串　

シ
ゲ 

北　

山

小
池　

勝
広　
 

和　

久

小
野　

真
利
江 

い
わ
き
市

野
内　

正
光　
 

新
屋
敷
字
中
山

苗　
　

世
燕　
 

中　

国

岡
田　

純　
　
 

立
ヶ
岡

矢
吹　

伴
美　
 

鹿
ノ
坂

須
藤　

英
介　
 

板　

橋

鈴
木　

真
由
美 

表
郷
村

鈴
木　

浩
二　
 

中　

田

小
林　

さ
と
み 

須
賀
川
市

齋
藤　

重
宗　
 

小
高
町

遠
藤　

由
美
子 

長
久
保

宇
佐
美　

和
広 

曲　

木

鈴
木　

美
和　
 

東　

村

〔〔〔〔〔〔〔

〔

持参するものこんなとき

印かん、転出証明書他市区町村から転入したとき国
保
に
加
入
す
る
と
き

印かん、健保の離脱証明書他の健康保険などを脱退したとき

印かん、保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

印かん、保険証、母子健康手帳子どもが生まれたとき

外国人登録証明書外国人が加入するとき

印かん、保険証他市区町村から転出したとき国
保
を
脱
退
す
る
と
き

印かん、国保と健保の保険証他の健康保険などに加入したとき

印かん、保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けはじめたとき

印かん、保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、外国人登録証明書外国人が脱退するとき

印かん、年金証書、保険証退職者医療制度に該当したとき

そ
の
他

印かん、保険証退職者医療制度に該当しなくなったとき

印かん、保険証住所、世帯主、氏名などが変わったとき

印かん、保険証、身分を証明するもの
保険証をなくしたり、汚して使えなくなっ
たとき

印かん、保険証、在学証明書
修学のため、子どもが他の市区町村に住む
とき

印かん、保険証長期旅行などで別個の保険証が必要なとき

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																
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�
１４日以内に必ず届け出をしましょう
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編

集

後

記

�

・

�

・

�

・

�

町の人口�
住民基本台帳�
（5月1日現在）�

19,725人（－27）�

 　9,654人 （－  9）�

 10,071人（－18）�

 　5,563戸 （＋28）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　ピカピカの１年生を迎えて９４
人になりました。「思いやり・
やる気・たくましさ」をモット
ーにがんばります。�

　
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん
が
、
赤
オ
ニ
に

会
い
に
行
く
と
こ
ろ
で
す
。
仲
よ

く
遊
ぶ
と
楽
し
い
よ
。�

　
り
ゅ
う
が
、山
に
巻
き
つ
い
て
雨

を
降
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。つ

の
が
金
色
で
す
。�

171

「
が
ん
ば
れ
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん
！
」�

「
山
に
か
ら
ま
る
尾
巻
の
竜
」�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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わ
が
町
の
第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
特
集
を
始
め
ま
し
た
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
も
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
わ

が
町
の
将
来
、　

年
間
を
目
標
に
し
た

１０

大
切
な
計
画
で
す
。
終
戦
後
の
高
度
成

長
期
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と

急
速
に
流
れ
る
社
会
情
勢
の
な
か
、　
２１

世
紀
の
始
ま
り
と
は
い
え
、
難
し
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
地
方
分
権
の
推
進
、

町
村
合
併
な
ど
、
地
方
の
時
代
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
良
く
も
悪
く
も
す
る
の
も
、

住
む
人
々
と
の
協
調
性
、
一
人
ひ
と
り

の
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に
、
素
晴
ら
し
い

町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年7月7日～　　　�
　　　　9月30日まで開催�

主に太平洋側の関東以西、四国
に分布し、山地の日当たりの良
い場所で、４月から５月にかけ
て開花する多年草です。葉脈と
葉裏が紫色に染まり、よく似た
ニシキゴロモとは上唇で見わけ
ることができます。ツクバキン
モンソウの上唇は短く雄しべが、
飛び出て見えるのが特徴です。�

写真提供/関根政信さん� ツクバキンモクソウ（シソ科）�
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